
治療期間
歯列矯正治療は、患者さまの不正咬合の状態や骨格パターンや筋等の条件、歯の萌出、
顎の成長発育、開始年齢など、多様な個人差があります。矯正治療は、定期的な通院、
日頃の口腔衛生とともに、ご自身で着脱いただく顎間ゴムや装置が多くあり、それらの
使用状況など、患者さまの積極的な治療への協力と関わりがとても大切となります。
そしてそのことが治療結果や治療期間にも影響します。多くの場合、「子どもの矯正治
療」では、1～3カ月に1回の来院で、1.5～2年程度、その後、永久歯の萌出と顎の成長発
育状況を6カ月に1度程度で経過観察を行っていきます。
その後、時期をみて再評価し、必要状況に応じて「おとなの矯正（本格治療）」に移行
します。本格治療開始のタイミングは顎の成長発育により個人差があります。
本格矯正では、1～2カ月に1回の来院で、治療期間は、多くの場合、1.5～3年です。

■歯列矯正用咬合誘導装置
一般的な通院回数：6回～36回
治療期間：6ヶ月～3年

■子どもの矯正治療
（主に小学生・中学前半）
一般的な通院回数：18回～36回
治療期間：18ヶ月～36ヶ月

■おとなの矯正治療
（初診時 中学後半～成人）
一般的な通院回数：16回～48回
治療期間：16ヶ月～48ヶ月

■おとなの部分矯正治療
（成人）
一般的な通院回数：6回～12回
治療期間：6ヶ月～12ヶ月


